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育 理 念 と し て，「to harmonize the traditional 






















































































































いうワイタリは，４拍目をわざわざ ta ではなく da





































































になる。☆ =tandam，△ = takadaka da
－ 127 －
南インドの太鼓ミラーブの唱歌における伝承文化論
　ワイタリで表現すると，繰り返しながら，だんだ
ん縮小していくことが良くわかる。東京芸術大学の
日印舞台芸能交流プロジェクトに参加したラーマ
ン・アブドゥルも，規則的に減っていくことを指
摘している（アブドゥル2012：22）。このような音
楽構造はどのような意味を持つのであろうか。東
大寺水修二会のお水取りの声明のなかの「宝号」
に似た構造が見られる。「南無観自在菩薩」という
観音の名号を，上段では完全な形で24回繰り返し
唱えるが，中段では「南無観自在」に縮小して20
回，下段では「南無観」を18回唱える。佐藤道子
は，聴聞した人々は「宝号」にのめり込み，「唱句
の簡潔さとリズムのよさ」と「繰り返される〈宝
号〉の迫力」が，「クライマックスを実感させる」
と述べている（東大寺2012：８）。ミラーブのこの
リズム構造も，人々の緊張感を高め，日常から神々
の世界の物語へといざなう機能を持つと考えられ 
るのではなかろうか。このように，芸術学校教育に
おいても，伝統的なワイタリが使われ続けているの
である。
さいごに
　クーリヤッタムの伴奏で使われる太鼓ミラーブの
伝承を，文化として捉えたとき，カースト制度の世
襲音楽家集団のなかで伝承されてきた音楽が，社会
制度の変換を乗り越えて継承することができたの
は，「近代以前の世襲演奏家養成」と「近代以降のケー
ララ州立カラマンダラム芸術学校教育」が，唱歌ワ
イタリによって有機的に結びついた結果と考えられ
る。しかしながら，ワイタリでの伝承は万能とはい
えず，鳴り響く音として捉えるためには，師匠が伝
承の場に不可欠な存在であることを再確認した。
　本稿は，平成16（2004）年度から18（2006）年度
に，研究代表者としておこなった科研基盤 B（海
外）「『海の道からみたアジアの太鼓の伝統的伝承
システムの形成に関する国際共同研究』」（課題番号
16401004），およびその後も継続しておこなってい
た調査研究の成果の一部です。ケーララのミラーブ
演奏家カラマンダラム・ラジーブ氏はじめ，非常に
多くの方にインタビューに応じていただきました。
心からの感謝を申し上げます。
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